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弾道ミサイルに関する情報の伝達について

弾道ミサイルが日本に飛来する可能性がある場合、Jアラート（全国瞬時警報システム）により、国から該当地域の方々に
情報が伝達されます。

【参考】エリアメール・緊急速報メール
の受信画面

（令和4年10月4日に実際に配信されたもの)



弾道ミサイル飛来時における避難の必要性について

○ 弾道ミサイル落下時には、爆風や建物等の破壊による破片などが発生。
○ こうした爆風や破片などによる身体への被害を避けるため、状況に応じた避難行動を取りましょう。
○ 弾道ミサイルは極めて短時間で落下することが予想されるため、避難行動の時間が限られることから、状況に応じた
避難行動を速やかに取る必要があります。

ミサイルが発射されたら急いで避難！



弾道ミサイル飛来時における避難行動について

【屋外にいる場合（付近に建物あり）】
ミサイル落下時の爆風や破片などによる被害を避けるため、近くの“建物の中”か“地下”に避難する。

建物の中に避難

地下に避難

地下駐車場などに避難



弾道ミサイル飛来時における避難行動について

【屋外にいる場合（付近に建物なし）】
ミサイル落下時の爆風や破片などによる被害を避けるため、物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

田園地帯

電車乗車中

その他



弾道ミサイル飛来時における避難行動について

【屋内にいる場合】
爆風で壊れた窓ガラスなどで被害を受けないよう、できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ避難する。

学校

自宅など

カーテンを閉
めて窓から離
れる。

机の下で身を
守る姿勢をと
る。

カーテンを閉
めて窓から離
れる。

窓のない廊下
に避難し、身
を守る姿勢を
とる。



避難施設について

各都道府県では、住民の避難・救援を的確かつ迅速に実施するため、国民保護法に基づき、避難施設を指定しています。
また、指定された避難施設のうち、弾道ミサイル攻撃による爆風等からの直接の被害を軽減するための一時的な避難施
設として、“緊急一時避難施設”があります。
全国の指定された避難施設の情報は国民保護ポータルサイトで確認できます。

https://www.areamarker.com/kokuminhogo/map

国民保護ポータルサイト

緊急一時避難施設しか避難できないわけではない！

近くの建物の中または地下へ避難してください。



まとめ
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